
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学3年生の2学期期末テスト・・・中学の総仕上げになるテストですね。入試に関わる最後の

定期テストです。受験に向けて弾みをつけられるようしっかり勉強して臨んでほしいと思います。

（以下、１・２年生も読んでみましょう） 

授業態度と提出物はきちんとできていますか？まずは、授業態度と提出物ができていなければ、

テストで自分の力を十分発揮することは難しいです。授業態度と提出物ができれば、テストにもい

い影響を与えることができると考えてしっかり頑張りましょう。 

中学3年生の2学期期末テストは入試（通知表）へ大きく関わる可能性がります。ここで、十分実

力が発揮できれば、高校受験にかなり追い風となります。 

早くからテスト範囲が発表されていますので、もう一度全教科の範囲を確認しましょう。そして、

テスト後の提出物はすぐに出せるようにしておきましょう。範囲を確認するときは付箋を使うなどし

て、何度も範囲表で確認しなくても範囲が分かるようにしておくといいです。この一手間で、範囲の

確認を2度することがなくなりますから、時間の節約にもなります。 

それから重要なのは、ノート、プリント、ワークの範囲です。今回は絶対に点数をとりたいですから、

試験範囲を繰り返し（回数は自分で決めよう）しましょう。聞くところによると、ワークやプリントの範

囲をコピーする人もいるようです。何回もできますし、問題をすぐに見られるので、丸つけや見直し

にも非常に便利です。（あくまでも個人の取組ですので、自分で工夫することが一番です） 

さらに、土日は、（やったことがなければ）ぜひ1度朝から夜まで勉強することにチャレンジしてみ

てください。初めてなら、なかなか大変であることに気づくでしょう。でも、かなりいろいろな範囲を

進められることも分かると思います。 

受験が本格的になる時期に向けて、真剣に勉強するという心構えとともにチャレンジしてくださ

い。一度できれば、また、どうしても必要だと思うときにはそれだけの勉強をしてみようと思えるかも

しれません。 

「朝から夜まで勉強チャレンジ」もそうですが、最初からできないとあきらめてしまっては絶対に

できません。「朝から夜まで勉強することができると信じること」「プリントやワークを3回以上テスト

までに必ずできるんだと信じること」「必ず合格するんだと信じること」、自分ができると思ったこと

はたいてい実現できます。 

 

 

 

８月の第１０３回全国高校野球選手権大会で、１回戦を勝ち上がった東北学院（宮城）の出場辞

退で幻となった松商学園（長野）との試合が７日、松商学園の地元で実現しました。聖地・甲子園

での忘れ物を取り戻そうと、引退した両校の３年生らが交流試合形式で熱戦を繰り広げました。 

■打診受け快諾、両校３年生ら出場 

長野県松本市の四賀球場で行われ、仙台市から訪れた東北学院の３年生１８人を含む計２４人

と、松商学園の３年生２５人が参加。爽やかな秋晴れの下、スタンドから保護者らが見守る中で午

前１０時に始まりました。東北学院は主戦だった伊東大夢（ひろむ）投手が０－３の二回途中から登

板。四回にいったんは逆転したが、競り合いの末に４－５でサヨナラ負けしました。 

両校は甲子園大会の２回戦で対戦するはずでした。しかし、選手の新型コロナウイルス感染が判

明した東北学院が出場を辞退し、松商学園の不戦勝となったのです。 

こうした経緯から松商学園は１０月下旬に交流試合を打診し、東北学院が快諾しました。松商学

園は甲子園大会の直後から構想を温めていましたが、感染状況などを考慮したといいます。 

東北学院の渡辺徹監督は「いろんな困難がある中で松商学園さんがきっかけをくださった。心

から感謝したい」と言い、松商学園の足立修監督は「本来戦うべき相手で、夏に忘れ物をしてきた

という思いがずっとあった。ようやく心の穴が埋まったような気持ちだ」と胸の内を明かしました。 

東北学院は３年生の多くが受験勉強の追い込み時期を迎え、この日の試合に参加できない生

徒もいたそうです。古沢環（たまき）前主将は「不完全燃焼の部員もいたと思う。また本気で戦う機

会を頂けたことがうれしかった。３年生らしい『打ち勝つ野球』を貫くことができたと報告したい」と

話しました。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

２学期期末考査に向けて（特に３年生のみなさんへ） 

夏の甲子園の忘れ物 東北学院、松商学園と「幻の２回戦」実現 

３年生は１１月９日（火）学習定着度診断テストが行われました。教育相談も始まりま
す。教育相談では、進路希望調査に基づいた話になると思いますので、現時点で不安

なことや分からないことがあれば、必ず先生に伝えてください。特に、推薦入試、特色化
選抜入試（福岡地区私立は専願入試、前期入試、後期入試）など入試形態も多様で
す。自分の将来像を見つめながら、進路決定をしてほしいと思います。（各高校のHPな
ども参考にするといいでしょう） 


